
武雄市新文化交流施設エリア管理運営計画策定委員会会議録 

日  時 場 所 

出 

席 

□委員（小坂智子氏、黒澤伸氏、吉原新司氏、溝上剛氏、 
大島久美枝氏、平川宣子氏、野口幸未氏） 

□松尾教育長 
□事務局 こども教育部 文化課 新文化交流拠点整備室 

生涯学習課 
【欠席】委員：力武由美子氏、田中友子氏、山口祐香氏 

令和７年３月２７日（木) 
１４：０0 ～1５：３０ 

武雄公民館 
１階会議室 

１．協議件名 第５回 武雄市新文化交流施設エリア管理運営計画策定委員会 
（１）管理運営計画素案の検討について 

議事録 

 
１．開会 

〇松尾教育長挨拶 

〇事務局より本日の進行について説明 

・前回同様、大ホールの整備方針にあわせた２案について意見をいただきたい。 

 

２．議事  

（１）管理運営計画素案の検討について 

〇前回のふりかえり、管理運営コンセプト、事業計画  

〈出席者の意見〉 

・管理運営コンセプトのイメージ図と取り組みの柱をうまく組み合わせてわかりやすい表現と

していただきたい。                        等 

 

〇施設管理運営計画 

〈出席者の意見〉 

◇使用料について 

・使用料の受益者負担は当然と感じる。 

・使用料を無料とすれば占有する利用者が発生してしまう恐れがある。 

・料金が高いと減算設定が必要となるし、低すぎると加算設定が必要となるのでは。 

どこかでラインを引いて加算・減算の設定が必要。    等 

 

◇利用申し込み期間について 

・決められた利用申し込み期間外でも受付が必要な場合があると思うので、柔軟な運用も 

検討した方がよい。 

・団体の社会貢献度を毎年審査して優先予約団体を設けている施設もある。    等 

 

〇組織計画、広報宣伝計画、収支計画、評価制度、スケジュール 

◇組織計画について 

・想定されている人員数で足りるか。事業本数が多いと事務担当の負担が増える。 

・広報担当は周知も大事だが、社会的信用を作ることが重要。 

・施設の運営にあたり、公共性やコンプライアンスへの意識も大事となる。   等 



◇事後評価について 

・敷地内だけでなく、まち全体への波及効果の視点も必要。    等 

 

〇委員会での決定について 

・大ホールの整備方針にあわせた２案について了承をいただく。 

最終的に大ホールの整備方針の方向性が示された段階で、新たな整備方針にあわせた計画

をもって計画策定としたい。 

 


